


最近、「国際化」という言葉が流行しているが、この言葉を聞くと、私はよく

次のようなトイレ問答を思い出すのである。

かつて、私が勤務していた自治大学校では、現在も引き続いて、毎年 1回、

東南アジア、中近東、中南米、アフリ力などの発展途上国から招いた地方行

政担当者を対象とした国際研修を実施している。舎から約15年程前のことで

あるが、新任の職員が、実例会の席上で、「しゃがみ式の日本型トイレは、外

国人にはなじまないはずである」と、自治大学校のトイレを西洋型の座り式

トイレに改造することを提案した。それに対して、私は「どのような形のト

イレを使用するかは、固有の伝統文化の問題であり、日本本来のトイレ形式

を外国人に恥いる必要は毛頭ないロその上、東南アジアや中近東においては、

しゃがみ式のトイレが通常である。第一、西洋式トイレは、家庭内で使用す

るぷんにはよいであろうが、多数の人びとが次々と使用する公衆用としては

不潔であって不適当である」と反対意見を述べた。しかし、提案者以外にも、

西洋式トイレは、「近代化の象徴」というような考えの人がいて、結局、一

部が西洋式に改造され、その扉には、英語で「ウエスタン・スタイル」と表

示されて現在にいたっている。

ところが最近、某新聞紙上で、日本の

都市について複数の欧米人が加わった座

談会の紹介がのっていたが、その中で、彼

らは、日本の公衆便所をほめ、「日本式トイレは、多勢の人が座った便器に腰

を下さなくてすみ、清潔であるJr最近、工イズの流行などからアメリ力では

座式の公衆便所をいやがる人が増えている」などと語っていたのであるD

実は、日本で生活した外国人で、日本式の生活様式を好み、帰国しても、家

に入る時にはスリッパにはきかえるとか、トップリ肩までっかる日本式風目

を自宅につくって楽しんでいる人がかなりいる。

つまり、国際化とは、何も欧米のやり方を真似たり、同調したりすることで

はない。むしろ、日本人は日本人としての個性を保吉、自分達のよき伝統を

大切にすることが国際人としての第一要件である。外くの外国人は、日本の

文化や歴史に興昧と関心を持ち、その中から、何か新しいものを採取したい

と考えている。お互いの異質な部分を排除することなく認めあい、よい点を

学び合うという態度こそ国際化社会に生きる道であると思われる。
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ま
ず
、
福
岡
中
学
校
て
、

三
年
生
二
百
名
と
の
つ

ど
い
。
「健
康
の
秘
け
つ
は
?
」「
リ
ー
ダ
ー
の
条
件

は

?
」
な
ど
次
々
に
飛
び
出
す
質
問
に
、
知
事
も
に

こ
や
か
に
応
答
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
記
念
植
樹
を
し

て
学
校
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
ヤ
ヨ
イ
化
学
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
を
視
察
し
て
、
語
る
つ
ど
い
会
場
の
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
ヘ
。
約
百
六
十
名
の
町
民
が
参
加
し、

農
業
問
題
を
中
心
に
老
人
福
祉
、
道
路
改
善
な
ど
た

く
さ
ん
の
質
問
が
出
ま
し
た
。

ま
た
、
稲
の
刈
取
状
況
も
視
察
し
、
田
ん
ぼ
の
中

で
中
核
農
家
の
方
々
と
懇
談
。
農
家
の
現
状
を
聞
き

「富
山
県
の
農
業
は
、
ま
だ
ま
だ
発
展
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い」

と
力
説
す
る
知
事
で
し
た
。

知
事
の
ま
ち
ま
わ
り
・
語
る
つ
と
い

九
月
十
日
、
福
岡
町
で
知
事
の
ま
ち
ま
わ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
県
民
の
国
際
交
流

・
文

化
活
動
の
拠
点
て
す
。
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
や
青
年

サ
ロ
ン
な
ど
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
リ
モ
コ
ン
て
力
メ

ラ
を
操
作
で
き
る
絵
の
出
る
時
計
台
や
世
界
各
国
の

映
像
が
見
ら
れ
る
ビ
デ
オ
ブ
ー
ス
、
国
際
交
流
資
料

展
示
室
な
ど
情
報
提
供
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
あ
リ
ま
す
う

ま
た
、
舞
台
と
客
席
が
様
々
な
形
に
変
化
す
る
円
形

小
ホ
ー
ル
「
オ
ル
ビ
ス
」
は
、
新
し
い
文
化
創
造
の
場

で
す
。

オ
ー
ブ
ン
当
日
、
マ
リ
工
と
や
ま
に
は
約
六
万
人

が
買
い
物
な
ど
に
詰
め
掛
け
、
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー

で
も
多
く
の
人
が
足
を
と
め
、
"
新
し
い
富
山
“
を
体

験
し
て
い
ま
し
た
。
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総合計画富山県民

一計
画
は
、
ほ
ぽ
順
調
に
達
成

富
山
県
民
総
合
計
画
の
前
期
事
業
計
画
期
間

で
あ
る
昭
和
五
八
年
度
か
ら
六

一
年
度
ま
で
の

計
画
事
業
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
の
参
加
と
協

力
に
よ
リ
、
計
画
に
盛
リ
込
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
、
事
業
は
ほ
ぼ
順
調
に
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

計
画
の
達
成
率
は
、
前
期
四
か
年
の
計
画
事

業
費
の
合
計
額
六
千
七
百
六
十
四
億
円
に
対
し
、

実
績
事
業
費
の
合
計
額
が
六
千
六
百
五
十
四
億

円
で
、
九
八

・
四
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

計
画
額
に
は
若
干
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、

国
の
公
共
事
業
の
抑
制
、
現
下
の
厳
し
い
財
政

事
情
を
勘
案
す
れ
ば
、
お
お
む
ね
順
調
に
推
移

し
た
と
い
え
ま
す
。

三
大
政
策
別
に
み
る
と
、
「
魅
力
あ
る
郷
土
づ

く
リ
」
に
つ
い
て
は
、
公
共
事
業
抑
制
に
関
連

す
る
計
画
事
業
費
が
約
八
割
を
占
め
る
部
門
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
達
成
率
が
九
七

・
四
%
に
と

ど
ま
っ
た
も
の
の
、
「
明
日
を
拓
く
人
づ
く
リ
」

と
「
活
力
あ
る
産
業
づ
く
リ
」
が
、
と
も
に
九

九

・
四
%
と
ほ
ぼ
計
画
ど
お
リ
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

一前
期
事
業
計
画
期
間

一に
お
け
る

一主
な
動
き

二
十
一
世
紀
を
目
指
す
県
づ
く
り
の
基
礎
と

な
る
諸
事
業
や
.フ

ラ
ン
づ
く
り
が
積
極
的
に
推

進
さ
れ
、
数
多
く
の
事
業
が
計
画
に
そ
っ
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

三
大
政
策
別
の
事
業
実
績
の
概
要
は
次

の
と
お
リ
で
す
。

人
づ
く
り

日
本

一
の
健
康
県
を
目
指
し
た
県
民
ヘ
ル
ス

プ
ラ
ン
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
総
合
的
な

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
.フ
ラ
ン
、

二
十

一
世
紀
を
め
ざ

す
と
や
ま
女
性
プ
ラ
ン
な
ど
、
県
民
生
活
の
向

上
の
た
め
の
.フ

ラ
ン
づ
く
リ
を
進
め
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
基
本
方
向
に
沿
っ
た
各
種
施
策

の
展
開
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
水
橋

・
呉
羽

・
福
岡

・
大
門
の
各
高

校
を
新
設
し
た
ほ
か
、
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
、

県
民
公
園
太
閉
山
ラ
ン
ド
、
高
志
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
病
院
、
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
各
種

施
設
を
建
設
し
ま
し
た
。

郷
土
づ
く
り

雪
に
強
い
県
づ
く
リ
を
進
め
る
た
め
の
総
合

雪
対
策
条
例
の
制
定
、
日
本

一
の
花
と
緑
の
県

を
目
指
す
グ
リ
ー
ン
。フ
ラ
ン
の
策
定
な
ど
、
住

み
よ
い
県
土
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
.フ
ラ
ン
づ

く
リ
を
進
め
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
各
種
事
業

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
し
た
。

ま
た
、
河
川
改
修
な
ど
県
土
の
保
全
を
図
る

事
業
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
道
路
網
の

県では、毎年度、計画の実施状況を県民の皆さんに公表して

ます。今回は、前期4か年の事業計画期聞か終了しましたので、こ

の閣の実施成果をとりまとめ、お知らせします。

一一一一一一一一一

政策の柱別の計画と実績(事業費)

計画区分 計画事業費 A 

(58""'61年度)

明日を拓〈人づくり 960億円

魅力ある郷土づくり 3，657 

活力ある産業づくり 2，127 

そ の 他 20 

dEZ b‘ 計 6，764 

整
備
、
ジ
ェ
ッ
ト
化
に
伴
う

富
山
空
港
の
整
備
及
び
特
定

重
要
港
湾
と
な
っ
た
伏
木
富

山
港
の
整
備
な
ど
、
総
合
交

通
体
系
の
整
備
に
努
め
ま
し
た
。

海
外
諸
国
と
の
友
好
親
善
に

つ
い
て
は
、
中
国
遼
寧
省
及
び
ブ

ラ
ジ
ル
サ
ン
パ
ウ
口
州
と
友
好
県

省

(
州
)
締
結
を
行
い
、
各
種
交
流
事

業
の
推
進
を
図
っ
た
ほ
か
、
国
際
交
流

の
拠
点
と
し
て
(
財
)
と
や
ま
国
際
セ
ン
タ

ー
が
発
足
し
ま
し
た
。

産
業
づ
く
り

技
術
立
県
を
目
指
し
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
、
食
品
研
究
所
、
農
業
技
術
セ
ン
タ

ー
果
樹
試
験
場
、
薬
事
研
究
所
等
の
試
験
研
究
機

関
を
建
設
し
た
ほ
か
、
産
業
展
示
館
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。



農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
花
総
合

セ
ン
タ
ー
や
公
社
営
畜
産
基
地
の
建
設
を
進
め

る

一
方
、
木
材
利
用
普
及
セ
ン
タ
ー
や
公
社
栽

培
漁
業
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
整
備
を
図
リ
ま
し
た
。

創
造
性
豊
か
な
工
業
の
育
成
に
つ
い
て
は
、

富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
の
承
認
を
受
け
、
そ

の
運
営
拠
点
と
な
る
富
山
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー

が
開
設
さ
れ
た
ほ
か
、
富
山
八
尾
中
核
工
業
団

地
の
企
業
立
地
が
進
み
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ー
ト
雇
用
セ
ン
タ
ー
、
パ
ー
ト
パ

ン
ク
の
開
設
に
よ
リ
職
業
紹
介
体
制
の
充
実
が

進
め
ら
れ
た
ほ
か
、
勤
労
者
の
た
め
の
福
祉
施

設
の
整
備
の
推
進
を
図
リ
ま
し
た
。

そ
の
他

情
報
公
開
条
例
の
実
施
体
制
を
整
え
る
た
め
、

県
庁
東
別
館
に
情
報
公
開
総
合
窓
口
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
公
文
書
の
保
存
、
閲
覧
の
た
め

の
公
文
書
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
な
ど
、
聞
か

れ
た
県
政
の
実
現
を
図
リ
ま
し
た
。

官

官

合

こ
の
ほ
か
に
も
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
独
自
の

力
で
実
施
し
て
お
ら
れ
る
も
の
、
あ
る
い
は
行

政
と
の
積
極
的
な
協
力
の
も
と
に
推
進
さ
れ
た

も
の
、
国
や
市
町
村
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
も

の
な
ど
数
多
く
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

富
山
県
民
総
合
計
画
は
、
本
年
度
か
ら
後
期

事
業
計
画
期
間
に
入
リ
、
計
画
の
達
成
に
向
け

て
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

二
十

一
世
紀
を
目
指
し
、
全
国
に
誇
リ
う
る
素

晴
ら
し
い
県
づ
く
リ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

-総合体育センター中体育館・研修棟(61.7)

.高岡高校の全面改築(6l.9) 

-小矢部川流域下水道 ・浄化センター

(58.10) 

・神通川流域カドミウム汚染回復元第2次事

業(59.6)

・大長谷第4発電所(6l.11)

-公社営畜産基地(59.4)

・公社栽培漁業センター(59.11)

-県民公園太閤山ランドの開園(58.7)

.総合体育センターの開館

大体育館(59.6)、温水ブール棟(60.6)

・高志リハビリテーション病院の開院及び高

志通園センターの開園(59.10)

・県情報教育センターの開所(59.10)

.新設高校の開校

水橋・呉羽・福岡(60.4)、大門(61.4)

.救急医療情報システムの開始(62.2)

活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

-富山新空港の開港(59.3)

・中国遼寧省と友好県省締結(59.5)

.とやま国際センターの発足(59.11)

・神通川流域カドミウム汚染田第一次復元事

業の完了(59.11)

・熊野川ダムの竣工(60.3)

・県民公園野鳥の森の開園(60.5)

・ブラジルサンパウ口州、|と友好県州締結

(60.7) 

・上市川第己ダムの強工(60.1)

・交通安全博物館の開館(6l.5) 

-高岡地域地場産業センターの開館(58.4)

・富山産業展示館(テクノホール)の開館

(58.9) 

・食晶研究所の開所{58.10)

・小杉流通業務団地の分譲開始(58.10)

.富山技術交流センターの礎工(60.5)

・農業技術センター果樹試験場の竣工(60.10)屯
.薬事研究所の移転開所(60.10)

・木材利用晋及センター(ウッドリーム富山)

の開館(6卜5)

・工業技術センターの開館(61.7)

・花総合センター(工レガガーデン)の竣工

(62.3) 

-県グリーンプランの策定(60.2)

.総合雪対策条例の制定(60.3)

・総合雪対策基本計画の策定(60.11)

・県幹線道路網構想とこれからの道路のあり

方について(61日)

・水質環境管理計画(クリーンウォーター計

画)の策定(62.3)

-地域栽培漁業整備計画の策定(59.6)

.農業教育問題研究会報告(60.12)

・県高度情報システム研究会最終報告(61.3)

.県職業訓練研究会報告(61.3)

・富山県情報公開条例の制定(6l.9) 

.職業能力開発整備構想(61.12)

-生涯スポーツプランの策定(60.8)

・総合運動公園基本計画策定調査報告(61.3)

.県立中央病院基本構想中間報告(61.8)

・新大学の基本的あり方についての提言

(62.3) 

・21世紀をめざすとやま女性プラン(62.3)

.県民ヘルスプランの策定(62.3)

-生涯スポーツプラン策定委員会(58.4)

・県立中央病院基本構想検討委員会(59.10)

.県民健康づくり推進協議会(59.11)

・県民総合博物館基本構想策定委員会(60.10)

・県うるおいのある環境づくり会議(6l.4) 

・富山中央部E陵レクリ工ーション地域開発

整備促進協議会(61.11) 

-県土美化推進会議(58.4)

.緑化推進県民会議(59.7)

・総合雪対策推進会議(59.10)

・県土美化推進県民会議海岸美化検討会

(6l. 6) 

・富山県防災行政無線再整備構想検討委員会

(6l. 9) 

-高度情報システム研究会(58.11) 

(高度情報化推進会議(61.10改組))

.特産王国づくり推進協議会(59.3)

(特産王国とやま推進会議(62.3改組))

・県畜産振興方策検討委員会(59.5)

-冬のいきいき富山企画委員会(60.10)

明
日
を
拓
く
人
づ
く
り

魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り

6 

-県情報公開担当窓口(県庁東別館)の竣工

(61.7) 

・県公文書館の竣工(62.3)

-県情報公開検討委員会報告(60.6)

.県情報公開懇話会報告(61.3)

・県情報公開条例の制定(61.9)

7 

-県情報公開検討委員会(58.6)

(県情報公開推進委員会(60.6改組))

.県情報公開懇話会(60.6)

そ
の
他



研
修
棟
の
概
要

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
方
法
の
研
究

・
開
発
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
実
践

・
指
導
、
合
宿
練
習
な
ど
を

通
し
て
、
科
学
的
で
効
果
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
進
め
る
た
め
の
施
設
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
の
研
修
・

養
成
に
も
最
適
で
す
。

間
関
国
・

-
体
力
測
定
室

あ
な
た
の
体
力
に
見
合
っ
た
運
動
処
方
を
提

供
す
る
全
国
で
も
珍
し
い
施
設
で
す
。

健
康
・
体
力
つ
く
リ
を
目
指
す
方
を
対
象
と

す
る
「

一
般
コ
ー
ス
」
と
、

主
と
し
て
競
技
選

手
を
対
象
と
す
る

「専
門
コ
ー
ス
」
の
二
つ
の

測
定
コ
ー
ス
が
あ
リ
ま
す
。

八
一

般
コ
ー
ス
〉

筋
力
・
敏
し
よ
う
性
、
柔
軟
性
な
ど
の
基
礎

体
力
を
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
診
断
し
、
各
自
の
体

力
に
見
合

っ
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
し
ま
す
。

〈
専
門
コ

l
ス
〉

呼
吸
循
環
、
筋
力
、
神
経
の
三
つ
の
機
能
テ

ス
ト
と

フ
ォ
ー
ム
の
分
析
を

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を

備
え
た
測
定
機
器
て
行
い
、
そ
の
結
果
を
提
供

し
ま
す
。

-
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

日
常
の
健
康

・
体
力
づ
く
リ
か
ら
全
国
レ
ベ

ル
の
競
技
選
手
が
行
う
高
度
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

ま
で
、
幅
広
く
対
応
で
き
る
よ
う
約
五
十
種
の

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
器
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す

0

・
屋
内
跳
躍
場

砂
場

一
面
と
走
路
二
コ
ー
ス
を
備
え
、
雨
天

時
や
冬
季
聞
の
走

・
跳
の
練
習
が
で
き
ま
す

0

・
体
力
相
談
室

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
や
指
導
員
か
ら
、
体
力

づ
く
リ
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
栄
養
補
給
な
ど
広

く
体
力
全
般
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

-
研
修
室

大

・
中

・
小
三
つ
の
研
修
室
が
あ
リ
ま
す
。

〈
大
研
修
室
〉
は
視
聴
覚
機
器
が
完
備
し
て
お

リ
、
約
七
十
名
の
研
修
が
で
き
ま
す
。

〈
中
研
修
室
〉
は
、
四
十
畳
の
和
室
て
宿
泊
室

と
し
て
も
利
用
て
き
ま
す
。

〈
小
研
修
室
〉
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
エ

ア
ロ
ビ
ク

ス
ダ
ン
ス
の
場
と
し
て
利
用
て
き
ま

す
。

研
炉原

総
棟ゐ

中
体育

富
山
県
の
ス
ポ
ー
ツ
の
中
核
的
施
設
と
し
て
広
く
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る
富
山
県
総
合
体
育

セ
ン
タ
ー
。
こ
の
た
び
、
研
修
棟
・
中
体
育
館
が
完
成
し
、
そ
の
規
模
・
機
能
と
も
に
日
本
海

側
随

一
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

研
修
棟
・
中
体
育
館
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

¥ 
ノ、

-
宿
泊
室

選
手
用
の
和
室
が
四
室
と
指
導
者
用
の
洋
室

が
二
室
あ
リ
、
六
十
名
の
宿
泊
が
可
能
で
す
。

V
こ
の
ほ
か
に
食
堂
、
浴
室
等
が
あ
り
ま
す
。

⑨
休
館
日

毎
週
火
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

年
末
年
始
(
十
二
月
二
十
九
日

1
一
月
三
日
)

※
問
い
合
わ
せ
先
.

富
山
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
/
富
山
市
秋
ヶ
島
一
八
士
一

(
宮

0
7
6
4
・
泊
・

5
4
5
5
)

円

円

円

n

H

u

n

H

u

n

H

U

 

「
円

U

円
戸
」

n
H
u

'E'

盲
目

'

n

n

u

• 利
用

問円|警

100円

200円

400円

320円

中(
体亘
書草
*団体とは30人以上(体力測定室

の専門コースは10人以上)です。

児童及

び生徒
般

500円

400円

200円

800円

640円

300円

240円

1.000円

分

個人

団体

値人

団体

人

体

一
般
コ
ー
ス

専
門
コ

l
ス

個

団

区

(
2時
間
)

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

宮T
量担

回

体

力

測

定

室

8 

中
体
育
館
の
概
要

大
体
育
館
と
の
併
用
に
よ
リ
、
大
会
利
用
と

一
般
利
用
の
同
時
利
用
や
国
際
的
・

全
国
的
イ

ベ
ン
ト
開
催
時
の
サ
ブ
施
設
と
し
て
利
用
て
き

ま
す
。

-
延
床
面

積

・

建

物

構

造

-
競
技
場
面
積

千
六
百
六
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二

階
建

千
三
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル

wv
利
用
上
の
注
意
事
項

・
体
力
測
定
室
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
で
は
、
室

内
用
運
動
靴
と
運
動
着
を
着
用
し
て
く
だ
さ

l
u
 

両

-
体
力
測
定
の
専
門
コ
ー
ス
は
予
約
制
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、

一
週
間
前
ま
で
に
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。

・
宿
泊
室
の
利
用
者
は
、
原
則
と
し
て
、
当
セ

ン
タ
ー
の
施
設
を
利
用
す
る
運
動
競
技
の
合

宿
練
習
に
限
リ
ま
す
。

9 



薬
は
人
の
病
気
の
治
療
、
予
防
に
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
が
、
使
い
方
を
誤
ま
れ
ば
効
果
が
期
待
で
き

な
い
ば
か
り
か
、
予
期
せ
ぬ
副
作
用
で
健
康
を
害
す

る
こ
と
す
ら
あ
り
ま
す
。
薬
は
正
し
い
知
識
の
も
と

で
使
用
し
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
医
師
、
薬
剤
師

等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

くすり

司
E
E・
病
院
や
医
師
か
ら
も
ら
う
薬
と
薬
局
、

、EE
e
薬
庖
で
売
ら
れ
て
い
る
薬
は
ど
う
違

F
I
E、
う
の
で
す
か
?

病
院
等
か
ら
も
ら
う
薬
は
、
診
断
の
う
え
患

者

一
人
ひ
と
リ
の
症
状
、
年
齢
等
に
あ
わ
せ
調

剤
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
人
だ
け
の
も
の
で
す
。

一
方
、
薬
局
等
の
薬
(
大
衆
薬
)
は
、
軽
い
力
ゼ

や
ケ
ガ
の
手
当
に
自
分
で
判
断
し
て
使
う
も
の

で
す
。
薬
を
買
う
時
は
、
薬
剤
師
等
に
相
談
し
、

使
用
土
の
注
意
を
よ
く
読
ん
で
使
い
ま
レ
ょ
う
。

i

v

E
医
師
か
ら
も
ら
っ
た
薬
を
飲
ん
で
い

F
F』
ま
す
が
別
の
症
状
が
出
た
の
で
市
販

nwの
薬
を
併
用
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う

カ?・

薬
は
、

一
緒
に
服
用
す
る
と
お
互
い
に
作
用

を
強
め
合
う
も
の
、
妨
げ
合
う
も
の
、
あ
る
い

は
全
く
別
の
作
用
が
出
る
も
の
が
あ
リ
、
併
用

に
は
専
門
知
識
が
必
要
で
す
。
自
分
勝
手
な
併

用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

円
。
漢
方
薬
に
は
副
作
用
は
あ
る
の
で
し

n凶

ょ

う

か

?

漢
方
薬
は
漢
方
処
方
に
従
っ
て
配
合
さ
れ
、

植
物
、
動
物
、
鉱
物
等
の
天
然
の
原
料
が
使
わ

れ
て
お
リ
化
学
合
成
品
に
比
べ
副
作
用
は
少
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
作
用
の
強

い
成
分
を
含
む
も
の
も
あ
り
ま
す
レ
、
他
の
薬

と
同
様
に
使
い
方
し
だ
い
て
効
果
が
な
か
っ
た

り
、
副
作
用
が
で
た
リ
す
る
こ
と
が
あ
リ
ま
す
。

A
U『
錠
剤
を
砕
い
て
飲
ん
で
も
い
い
で
す

nwか
?

錠
剤
に
は
、
胃
で
は
溶
け
な
い
で
腸
て
溶
け

る
よ
う
に
し
た
も
の
、
体
内
て
徐
々
に
溶
け
る

よ
う
に
し
た
も
の
等
そ
の
効
果
を
高
め
る
た
め

の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
て
砕
い
て
飲
む
と
効
果

が
十
分
得
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
リ
ま
す
。
し
か

し
、
中
に
は
砕
い
て
よ
い
も
の
も
あ
リ
ま
す
の

で
薬
剤
師
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

10 

F
Dい
わ
ゆ
る
健
康
食
品
は
病
気
に
効
く

nuの
で
し
ょ
う
か
?

健
康
食
品
は
あ
く
ま
で
食
品
で
あ
リ
、
栄
養

の
補
給
、
健
康
の
維
持
の
目
的
て
食
べ
る
も
の

で
す
か
ら
薬
効
を
期
待
す
べ
き
で
は
あ
リ
ま
せ

ん
。

同

中
国
韓
国
ヅ
運

県
で
は
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
郷
土
を
担
う
中
堅
青
年
の
育
成
や
婦
人
指
導
者

の
養
成
を
目
的
と
し
て
、
海
外
派
遣
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

青
年
海
外
派
遣
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
の
事
業
開
始
か
ら
今
年
ま
で
ニ
+

ニ
ヵ
国
へ
千
九
百
二
十
七
名
が
、
ま
た
、
婦
人
海
外
派
遣
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十

六
年
の
事
業
開
始
か
ら
今
年
ま
で
百
八
十
九
名
が
海
外
へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

一
ぷ
、
/
二
の
海
外
派
遣
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
貴
重
な
体
験
は
、
国
際
交
流
活
動
や
ボ
ラ

必
/
ハ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
大
き
な
実
を
結
ん
で
い
ま
す
。

〆
P
-
M昭
和
六
十
三
年
度
は
、
青
年
・
婦
人
海
外
派
遣
を
合
同
で
実
施
し
、
総
勢
約
三
百

ペJ

%

μ

T
五
名
の
大
型
訪
問
団
を
中
国
・
韓
国
・
ソ
連
へ
派
遣
し
ま
す
。

開
・
派
遣
期
間
(
予
定
)

切

昭
和
六
十
三
年
七
月
六
日
附
1
二
十

一
日
制

メ
・
募
集
団
員
数

-
青
年
(
一
般
部
門
)

約
百
八
十
名
(
う
ち
身
体
障
害
者
五
名
程
度
)

・
青
年
(
農
業
部
門
)
約
十
五
名

(
う
ち
農
業
高
校
生

・
短
大
生
三
名
程
度
)

・
婦
人
約
八
十
九
名

-
団
員
の
主
な
資
格
要
件

-
日
本
国
籍
を
有
レ
、
昭
和
六
十
三
年
四
月

一
日
現
在

〆k
に
お
い
て

一
年
以
上
富
山
県
に
在
住
し
、
次
の
年
令
要

件
を
満
た
す
方

-
青
年
(
一
W
部
門
)
満
二
十
歳
以
上
三
十
歳
未
満

(
農
業
部
門
)
満
二
十
歳
以
上
三
十
五
歳
未
満

・
婦

人

満

三
十
歳
以
上
五
十
五
歳
未
満

・
団
員
負
担
金
約
十

一
万
円

-
団
員
募
集
期
間

・
青
年
昭
和
六
十
二
年
十
月
二
十
日

ωi十
二
月
十

日
嗣

・
婦
人
昭
和
六
十
二
年
十
月
二
十
日

ωか
ら
十
二
月

十
日
制
ま
で
の
聞
で
各
市
町
村
の
定
め
る
期
間

※
詳
し
く
は
、
県
庁
婦
人
青
少
年
課
ま
た
は
、
各
市
町
村
担
当
窓
口
へ
。

。
ソウ jレ

慶州。、
詳ν

コーラルプリンセス号(10，000トン)
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称名のj竜作山三郎(婦中町)

l区明露君彦被きtffifuryh勺寸 . 

夏のとやま水撮り大作戦
水も滴るいいとやま、みずみずしいとやまを生け撮ろうと、

8 月 1 日 ~7 日の「水の週間』に展開された“ズームアップとやま・夏のとやま水撮り大作戦"

県民こぞって参加した大作戦は、みごと大成功。

清烈な水たちがほとばしり、玉しぶきにキラキラ光る“いい顔"が

ソ守クソγと生け撮られました。

集まった作品は、約百O点。ここにその1~:::'*砂一一。

夏石田正博(高岡市)

• 
おらほうの海

油屋初夫(黒部市)

県庁前の噴水 小坂甲子男(富山市)

おいしい、水の因。
ズームアップとやま写真展・f[I]月9日⑥~J:l白骨・県民会館地下展示場 E 

さて全貌は、ズームアップとやま写真展会場で。おいしい水のファンタジーをお楽しみください。

12 



街のいろどりも落ちつきを見せはじめ

季節は秋まっきかり。

富山の秋は、今年も美術の企画を満載して

みなさんをお待ちしていますL

さて、あなたはどんな色の秋をみつけますか?

あなた色の秋

「
北
欧
デ
ザ
イ
ン
の
今
日

生
活
の
中
の
形
」
展

杉

山

寧

展

「
京
の
四
季
」
展

デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、

ノ
ル
ウ
ェ

ー
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
北
欧
五
力
国
の
現
代

デ
ザ
イ
ン
と
ク
ラ
フ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

家
具
や
食
器
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
の
た
め
の
デ

ザ
イ
ン
、
身
障
者
や
労
働
者
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど

三
百
点
を
展
示
し
ま
す
。

-
会
期
/
1
十
月
二
十
三
日
働

@
場
所
/
県
立
近
代
美
術
館

-
料
金
/
一

般
八
百
円
、
高
・
大
生
六
百
円

小

・
中
生
三
百
五
十
円

みつけませんか

里
親
制
度
と
は
、
保
護
者
が
死
亡
し
た
り
、

長
期
に
入
院
す
る
な
ど
家
庭
に
恵
ま
れ
な

い
児

童
の
親
代
り
と
な

っ
て
養
育
し
て
い
た
だ
く
制

度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
い

て
制

度
化
さ
れ
た
も
の
で
、
人
間
形
成
の
基
盤
が
確

立
さ
れ
る
幼
児
期
や
年
少
期
に
は
特
に
望
ま
し

い
も
の
で
す
。

-
里
親
に
な
る
た
め
に
は

里
親
に
な
る
た
め
に
は
、
所
定
の
手
続
き
を

経
て
知
事
の
認
定
を
受
け
、
里
親
と
レ
て
登
録

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
は
、
児
童
相
談
所
て
受
け
付
け
ま

す
。

現
代
日
本
画
壇
を
代
表
す
る
画
家
杉
山
寧
の
世
界
を

紹
介
し
ま
す
。

-
会
期
/
十
月
三
十

一
日
出
l
十
二
月
十
三
日
制

.
場
所
/
県
立
近
代
美
術
館

-
料
金
/
ハ
一
般
七
百
円
、
高
・
大
生
五
百
円

小
・
中
生
三
百
円

家庭に恵まれない子どもたちが
里親さんを求めています。

旧/1時31

-
里
子
を
預
か
る
に
は

家
庭
で
の
養
育
が
困
難
な
児
童
の
相
談
を

受
け
た
児
童
相
談
所
で
は
、
適
当
な
児
童
に

つ
い
て
登
録
里
親
の
方
に
養
育
を
依
頼
し
ま

す
。
里
子
の
養
育
費
用
は
、
国
と
県
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、

富
山
児
童
相
談
所

(
8
0
7
6
4
・
ぉ
・

4
0
0
0
)

高
岡
児
童
相
談
所
(
宮

0
7
6
6
・
引
・

2
1
2
4
)

京
都
の
風
物
、
風
景
を
描
い
た
日
本
画

・
洋
画
百
三

十
点
を
展
示
し
ま
す
。

-
会
期
/
l
十
月
十
八
日
同

@
場
所
/
県
民
会
館
美
術
館

-
料
金
/
一

般
六
百
円
、
高
・
大
生
四
百
円

小
・
中
生
三
百
円

勤
労
者
美
術
展

-
部
門
/
日
本
画

・
洋
画
・
書

・
写
真

・
彫
刻
・
工
芸

.
会
期
/
十

一
月
五
日
同
1
八
日
同

-
場
所
/
県
民
会
館
展
示
室
(
地
階
)

.
料
金
/
無
料

※
出
品
受
付
は
、
十
月
二
十
日

ωま
で
で
す
。
詳
し
く

は
、
県
庁
労
政
課
ま
で
。

婦
人
美
術
展

A
V
部
門
/
日
本
画

・
洋
画
・
彫
刻

・
工
芸
・
書

@
会
期
/
十

一
月
二
十
日
働
1
二
十
四
日

ω

-
場
所
/
県
民
会
館
展
示
室
(
地
階
)

-
料
金
/
無
料

※
作
品
は
十

一
月
十
八
日
側
に
直
接
県
民
会
館
に
搬
入

し
て
下
さ
い
。
詳
し
く
は
、
富
山
県
芸
術
文
化
協
会

(
包

0
7
6
4
・
日目・

8
6
3
5
)

ヘ
。

やさしさ、心のままに
赤い羽根共同募金にご協力を

十
月

一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
は
、
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
期
間
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
社
会
福
祉
事
業
法
の
規
定
に
よ
リ
都
道

府
県
単
位
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
昨
年
は
、
全
国
て
二

百
二
十
三
億
円
、
富
山
県
で
は
、

一
億
八
千
八
百
万
円
の

善
意
が
集
ま
リ
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
し

た
。共

同
募
金
運
動
が
始
ま
っ
て
今
年
て

ち
ょ
う
ど
四
十
年
、
高
齢
化
の
進

展
、
家
族
形
態
の
変
化
な
ど
も

あ
っ
て
、
そ
の
果
た
す
役
割

は
、
今
後
ま
す
ま
す
増
大
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

暖
か
い
助
け
合
い
の
精
神

に
満
ち
た
明
る
い
郷
土
を
築

く
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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昭和62年10月1日発表

この調査は、適正な地価の形成を目的として、県下全市町村から253地点(宅地240、林地13)の基準

地を選ぴ、 7月 1日時点の価格を譲陸したものです。

l宅地及び 宅 地 見 込 地 (単位 |平方メートル当たり:円/変動率は前年比:%)

所在地及び地番

富山市
.住宅地
芝園町ト6-6
鹿島町ト7-16

西大泉 11一7
布瀬町字黒免割608-7
大町字下回割48-10外
二口町字茶苗代割49-3外
田中町字井割3-1
本郷町44-13
西長江3-3-40

大泉東町2ーか10
中川原字中野島割213ー16
本郷町字万年害IJ1 08-54 

長江字道田割418-1外

経堂字苗代割339-1外

藤の木園町144
大島2-430-4

藤木602-9
手屋416-5
四ッ葉町21-44
中島3-8-52

新庄町字入合割74-19外
松若町14-28

犬島字与助割 11ー13
花園町3-2-5

栄町ト8一15
田畑字西沼78-17

水橋中町字西中町572
草島字天正寺開 100-35外
四方字江代535-3
五根字深田 1357-24外
呉羽町字藤木6748-1外

呉羽町字猪谷7354-5外

赤田450
五福字善尋問93-1外

五福字御用地引49-3外
奥田9-24

.宅地見込地
犬島字北百代割309外
小本多193-1
五鰻字桜谷1823外

.商業地

中央通り 1-6-6
総曲輪1-6-1
西町7-2

牛島新町8-10
向川原町4-10
栄町2-7-10
南田町1-2-10

荒町5-5
安野屋町2-6-9
中野新町トト 19
小泉町字五百苅割91-2
五福字永代割3392-3
石金3-ト6
西田地方字久内割201-6
新富町2-4-25

宝町ト3-3
大泉字蓑田割 1526-1外

.準工業地
湊入船町14-32
赤田980-1タト
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15，600 0.6 
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q
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7
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F
h
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J
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P
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J
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q
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u
n
U
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p
h
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6

7

7

2

2

1

1

1

1

8

2

2

2

2

1

2

7

5

ー

76，000 1.3 
190，000 4.4 

水橋市田袋1-1

田中町字道化割61一17外
岩瀬赤田町12-4

上野新字草利割2-3外

上赤江町1-8-2

.工業地
岩瀬古志田T2-2外
.市街化調整区域内の宅地
秋ヶ島227外 48，000 1.7 
城村新町66 21 ，700 0.9 
水橋小路2-1 14，800 1.4 

古志町5-103 24，300 0.4 
i¥回T4000-2タ十 17，000 1.2 
願海寺字舘本741-3外 23，100 1.3 

高 岡 市
.住宅地
中川上町8-16
蓮花寺327-1外
井口本江字中坪496-6
;青水町2-8-26

木津525-8
宮田町6-19
あわら町16-10

宝町10-18
石瀬172-4
京町6-15
江尻字村前385-12

博労町5-2
中田字木村4378-1
伏木古府 1-2-43
伏木古府3-4-45
戸出町3-卜62
戸出町5-8-5

.宅地見込地

石瀬522

.商業地

末広町2-4
片原町字御小人155-1
自主艮悶T40タ十
伏木古国府3-5
戸出町2-7-15

下麻生字星田 1290-5外

.準工業地
六家字畑田 1209-1
本郷2-2-5

荻布字前向31卜l外

.工業地
戸出栄町55-9 21 ，500 0.5 
.市街化調整区域内の宅地

太田58ト|

五十里西町49
中保238-13
長江222-2

戸出春日 597外

新湊市

.住宅地
善光寺30-20

t~町9-6
草岡町1-9-7

.商業地
立町3-8
中央町卜14

.準工業地

27，800 1.1 

52，100 0.2 
32，500 0.9 
42，300 0.7 
51，000 2.0 

13，300 0.8 
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34，900 0.6 

960，000 1.1 
258，000 3.2 
155，000 0.6 
95，000 1.1 
73， 100 0.6 
38，900 1.6 

ρ
一
5

1
1

司

t

n
H
v
n
H
v
n
H
v
 

n
H
v
n
H
u
n
H
V
 

7
1
n
U
F
h
J
 

n
U
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n
D

F
h
u
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17，600 0.6 
30，000 
35，900 0.6 
41，000 0.7 
26，200 1.2 

53，200 0.2 
57，700 0.3 
21，000 1.9 

1 19，000 2.6 
62，300 1.5 
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新片町卜4-5

.工業地
奈呉の江12-2

4砂市街化調整区域内の宅地

作道573-2

魚津市

.住宅地
本江字黍野1700-3外
上村木ト4-3

吉島308-1
末広町8-9

.商業地
上村木|一7-8

.準工業地

大光寺字坊丸1613ー|

氷見市
.住宅地
朝日丘2-26
柳田674-2

島尾字浦2117-1
栄町15-17

.商業地

比美町6-17

.準工業地
伊勢大町2一13-5

滑川市
.住宅地
辰野字向林割97-33

上小泉字北村815甲外
高月町390-3外
吾妻町2464-2外

。商業地

下小泉町13-10

.準工業地
柳原字大法173-2外

黒部市
.住宅地
荻生字新堂6675-3

生地芦区124-3
岡田ー13外
三日市字寺町3859-3

.商業地
三日市字三島 1047-2外

.準工業地
三日市字金屋2372-1

砺波市
.住宅地
本町8-6

平和町3-67
太郎丸字鍋島865-6
一番町2-40

.商業地
表町3-3

.準工業地
豊町6-38

小矢部市
.住宅地
ノス、平日田TIー 10

綾子字北島240-2
清水字古村島2990-4
西町7-20

.商業地
新富田T2-21

26，700 0.8 

13，700 0 

18，800 2.7 
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寸
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q
d
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守

I

200，000 2.6 

62，800 3.0 

67，600 0.9 

33，000 
28，900 0.7 
35，500 1.4 

154，000 0.7 

62，200 1.1 

30，000 2.7 
29，800 1.0 
34，200 0.3 
51，700 1.4 

92，000 1.7 

22，900 1.3 

46，500 1.5 
31，700 1.0 
28，700 1.8 
62，000 

1 12，000 0.9 

60，500 

60，100 1.0 
55，700 0.9 

45，900 1.5 
63，700 1.0 

187，000 2.2 

63，500 1.0 

68，800 1.6 
49，800 1.0 
30，300 1.0 
38，000 1.3 

94，200 1.9 

この価格は、その土地について、自由な取引きが行われた場合に、通常成立すると認められる価格で、売り手にも買い手にも片寄らないもので

す。 調査の結果、宅地価格は、前年に比べて1.4パーセント上昇しています。 この上昇率は、昭和61年の1. 7パーセントを下回り、昭和5~子以来
の低い値となっています。用途別にみると、住宅地1.3パーセント、商業地2.1パーセント、準工業地1.7パーセントの上昇となっています。

ここ数年の上昇率は下の表のとおりで、地価の上昇は鈍化傾向が続いています。

なお、地価調査の詳しい内容については、各市町村の窓口

で閲覧できます。 1:年
・県平均(宅地)年度別上昇率の動き

.準工業地
今石動町1-4-35

大沢野町
.住宅地
上二杉425-1外 25，600 1.2 

下大久保字四番割 1426-5 21，800 0.9 
笹津467 29，300 0 

.商業地

長附字屋敷割139-30
.準工業地

上大久保1035-1外

大山町
.住宅地

三室荒屋字諏訪木割834-2028，500 0.7 
上滝字陳林割 155-6 24，000 1.3 
中滝字作鼻割288-5外 19，400 1.0 

.商業地
中滝字作鼻割198-1

舟橋村
4砂市街化調整区域内の宅地

仏生寺43

上市町
.住宅地

横法音寺字長田46-1外 26，900 1.5 
大坪字上長2-4 45，000 
若杉新2-6 19，000 .-

.商業地
三日市字西門前3-19

.準工業地
上経団4-70

立山町
.住宅地

五百石字東中割30-6外 44，300 0.9 
前沢字中畠田536-11外 32，8'00 0.9 

前沢字山田2955-2外 30，200 0.7 

.商業地

前沢字浅草1200-9外
宇奈月町
.住宅地
下立字紙田 1025-1外

愛本新1100
字大坊2215-1

.商業地
字桃原38-32

入善町
.住宅地

入膳字高登3098ー1 35，000 1.4 
青島590-16 20，700 1.0 
入膳字上諏訪4735-2外 39，700 1.3 

.商業地

入膳字北町5380甲外

朝日町
.住宅地
道下字高野299
西町22
泊字上三平848-5
.商業地

泊字中金菅304乙
八尾町
.住宅地

福島字烏帽子形535-1外 22，300 1.4 
井田516-3 19，700 5.3 
福島字天の平76-13 24，200 一

77 ，800 2.1 

39，100 0.8 

30，200 2.4 

39，100 0.5 

17，200 0.6 

75，000 2.0 

29，500 一

96，500 1.0 

17，200 0.6 
11，000 0.9 

1 1，700 0.9 

200，000 2.6 

71，800 1.1 

35，900 1.4 
45，200 0.4 
44，200 0.5 

108，000 2.9 

対前年上昇率%

.商業地

大字八尾町字東町2208-1 68，500 0 

.準工業地

井田字車田4910-1外

婦中町
.住宅地
笹倉490-1
袋字宿免348-44
分田258-3

.宅地見込地

田島871
山田村
.住宅地
中瀬字前反圃2703
中村字谷口 1156外

細入村
.住宅地
猪谷字一枚田547-1 19，000 0 
検原字西上島3235-9外 10，200 1.0 

小杉町
.住宅地

手崎字石太郎1005-6外 37，600 1.6 
戸破字加茂1887-4 38，500 1.3 
戸破字神)112889-2外 41 ，200 1.7 
三ヶ932-2 38，100 1.6 

.宅地見込地
三ヶ2450

.商業地

三ヶ字中吉原3313-9

.準工業地

手崎字払堂396-1外

4砂市街化調整区域内の宅地

平田F責559-1

大門町
.住宅地
二口字馬渡り 775-3
二口字米山2260-29
二口字轟 106-10

.商業地

大門字董前269-3 67，000 0 
.市街化調整区域内の宅地

本田字宮田 167-4

下村

4砂市街化調整区域内の宅地

三箇字西光734-1

大島町
.住宅地

小島727-2外
赤井字水落12-3
小島 1168-1

城端町
.住宅地
野田字村中島1001-2
字西新田町365
字南東島飛地2615-15
.商業地・

字西上町487-1

平村
.住宅地

上梨字家平583-1
下梨字馬駈場2315外

上平村
.住宅地

29，000 3.6 

30，500 0.7 
23，100 1.3 
32，600 0.9 

12，100 

2，800 0 
3，450 1.5 

15，000 2.7 

59，500 1.2 

19，200 1.1 

15，200 0.7 

一一

ι
n
u
 

n
u
n
u
n
u
 

n
H
u
n
H
u
n
H
u
 

n
u
n
U
守

l

，
，
，
 

q
u
p
h
u
凋
斗

凋
斗
内

J
司

J

12，400 1.6 

7，400 0.4 

43，300 2.4 
39，100 2.4 
38，600 1.8 

34，600 1.8 
55，800 0.5 
19，300 0.5 

112，000 0.9 

16，100 
7，900 

16 

0 

0 

細島字下巡1011ー|
新屋字地開津546-1

利賀村
.住宅地
岩測字久保平186
利賀字上島295-1

庄川町
.住宅地
青島字松川除前3658-12
青島字下川原21-2外
金屋字了安1315-1

.商業地

金屋字畑直2680-6外

井波町
.住宅地
山下88

北川字犬薮348-27
井;皮字木崎野1950-59

.商業地
木町ト44

井口村

.住宅地
宮後258
蛇喰153-1外

福野町
.住宅地
字大畑島1128-3外

松原字道教島1267-3外
二日町字中島480外

.商業地

字上町1535-3

福光町
.住宅地
吉江中740-1外

字高土居963-14
字若林3-1

.商業地
荒木5523-1

福岡町
.住宅地
福岡新742
福岡新314
下蓑新55-2外

.商業地

下蓑新413

2.林地

(単位 107-)[...当たり:円1
変動率は前年比:%J 

所在地及び地番 価格 ZEZ
魚津市大字大海寺野村字有ヶ平44-3755，000 0.1 
氷見市宇波字安居44 338，000 2.4 
黒部市宮野字ーツ谷745-4230，000 1.8 
小矢部市安楽寺字裏山 132-1 250，000 1.2 
上市町野島字東山28-1 176，000 1. 1 
朝日町山崎字蛇谷8 313，000-
婦中町吉谷字大谷トト3 263，000 0.4 
平村夏焼字下開地47 131，000 0 
庄川町庄字加羅谷275-1外 405，000 1.3 
福光町立野脇字鍋所谷ト1216，000 0.5 
高岡市五十里字後谷6 380，000 0.5 

大山町亀谷字向山割3-1 46，000 0 

八尾町青根字峯山295 78，100 0 

8，560 0 
7，340 0 

2，150 0.9 
3，180 1.0 

24，000 1.3 
21，500 0.9 
15，400 1.3 

54，000 0.9 

61，000 1.0 

34，800 0.9 
31，300 0.3 

96，000 1.3 

9，350 0 
5，170 0 

73，800 1.1 
49，900 1.4 
40，400 1.3 

90，900 1.0 

60，700 1.7 
65，000 0.8 
37，200 2.8 

216，000 1.4 

37，7001.6 
38，800 1.6 
22，800 1.8 

75，800 1.5 
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Ei 
伝司
E』

ジち

ょ
っ

ぴ

り
雨

の
気

配
が
す
る
秋
の
午

後

、

折

り
畳
み
の
傘

を
こ
っ
そ
り
と
パ
ッ

ク
に
忍
ば
せ
て

訪
れ
た
の
が
、

富

山

市
吉
岡

に

あ

る

「
富

山
県
食
品
研
究
所
」
で
す
。

現
代
は
、

「
一
億

総

グ

ル
メ
の
時
代
」
、
「
飽
食
の
時
代
」
と
言

わ
れ
る
だ
け
あ

っ
て
、
食

品

に

対

す

る
関
心
が
た
い
へ

ん

高

い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

ど

の

よ

う

な

雑
誌
を

見

て

も

必

ず
載
っ

て
い
る
、
「
グ

ル
メ
情
報
」

な

る

も
の
を
頭

に
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
、
さ
っ
そ
う
と
中
に
入
り
ま
し
た
。

近
県
で
は
、
新
潟
県
と

わ
が
富
山
県
だ
け
に
/

こ
の
研
究
所
は
、
食
品
産
業
界
の
振
興
を
目
的
と
し

て
、
五
十
八
年
の
十
月

一
日
、
総
務
課
、
食
品
化
学
課
、

食
品
加
工
課
の
三
課
制
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
公
立
の
食
品
研
究
所
を
持
つ
と
こ
ろ
は

ま
だ
少
な
く
、
近
県
で
は
新
潟
県
に
あ
る
く
ら
い
だ
そ

う
で
す
。

お
も
な
業
務
内
容
は
、
食
品
の
開
発
研
究
、
分
析
検

¥ 

レポーターは、

富
山
県
食
品
研
究
所

定
、
技
術
指
導

・
情
報
提
供
の
三
つ
で
す
。

食
品
の
開
発
研
究
で
は
、
試
験
用
ス
モ
ー
ク
ハ
ウ
ス

に
よ
る
く
ん
製
品
の
試
作
、
レ
ド
ル
ト
殺
菌
試
験
機
に

よ
る
レ
ト
ル
ト
食
品
の
試
作
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。食

品
の
分
析
検
定
て
は
、
ま
る
で
中
学
や
高
校
で
の

化
学
実
験
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
部
屋
て
、
高
速
液
体
ク

口
マ
ト
グ
ラ
フ
に
よ
る
糖
類
・
有
機
酸
等
の
分
析
、
フ

ァ
リ
ノ
グ
ラ
フ
に
よ
る
食
品
素
材
の
物
性
測
定
、
原
子

吸
光
光
度
計
に
よ
る
金
属
類
の
分
析
な
ど
が
行
な
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
時
代
の
最
先
端
技
術
て
あ
る
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
取
リ
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
フ
ラ

ス
コ
や
試
験
管
を
見
た
だ
け
で
、
背
筋
に
冷
た
い
も
の

が
走
る
私
に
も
分
か
る
よ
う
に
、
研
究
員
の
方
が
親
切

に
説
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
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毎
年
約

7
0
0件
の
技
術
相
談

ま
た
、
技
術
指
導

・
情
報
提
供
で
は
、
食
品
加
工
技

術

・
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
食
品
に
関
す
る
研
修
会
、
講

習
会
を
開
催
し
た
リ
、
試
験
分
析
機
器
、
実
験
器
具
等

を
備
え
た
試
験
室
を
、
業
者
の
方
に
開
放
し
た
リ
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
農
畜
水
産
等
食
品
に
関
す
る
専
門

の
研
究
員
の
方
が
、
技
術
相
談

・
技
術
情
報
の
提
供
に

応
じ
て
下
さ
る
そ
う
で
す
。
毎
年
七
百
件
前
後
の
相
談

が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
う
い
っ
た
面
て
は
、
研

究
所
と
は
い
え
、
関
係
者
の
人
々
と
接
す
る
機
会
が
大

変
多
い
よ
う
て
す
。

食
品
に
関
す
る
専
門
書
等
を
備
え
た
図
書
室
も
自
由

に
利
用
で
き
る
の
で
、
な
ん
だ
か
と

っ
て
も
あ
っ
た
か

い
研
究
所
と
い
う
感
じ
で
す
。

只
今
、
サ
ト
イ
モ
の

親
イ
モ
焼
酎
を
研
究
中

同
研
究
所
て
は
い
ろ
い
ろ
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
わ

け
で
す
が
、
私
が

一
番
お
も
し
ろ
い
と
思

っ
た
の
が
、

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
捨
て
ら
れ
て
い
た
サ
ト
イ
モ
の
親

イ
モ
を
使
っ
た
焼
酎
で
す
。

サ
ト
イ
モ
の
親
イ
モ
は
、
硬
く
て
色
も
む
ら
さ
き
っ

ぽ
い
の
で
商
品
に
は
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

多
く
の
テ
ン
ブ
ン
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
そ
れ
を
糖
に

変
え
て
発
酵
し
、
焼
酎
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

早
く
商
品
化
さ
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

す
で
に
商
品
化
さ
れ
た
も
の
に
は
、
柿
酢
や
ホ
タ
ル

イ
カ
の
塩
辛
、
ら

っ
き
ょ
う
の

ワ
イ
ン
漬
け
な
ど
が
あ

リ
ま
す
。
大
変
ユ

ニ
ー
ク
な
も
の
が
多
い
で
す
ね
。
こ

れ
か
ら
も
、
も

っ
と
お
も
し
ろ
い
も
の
、
び

っ
く
リ
さ

せ
ら
れ
る
食
品
を
開
発
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
個
人
と
し
て
は
、
ど
こ
か
ら
見
て
も
"
子
造
リ
“
と

い
う
よ
う
な
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ん
か
が
い
い
な
あ
!
と

思
い
ま
す
。

富
山
県
食
品
研
究
所
は
、
私
が
想
像
し
て
い
た
「
グ

ル
メ
」
な
る
も
の
と
は
、
ち
ょ

っ
と
違
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
新
し
い
も
の
を
生
み
出
そ
う
と
が
ん
ば

っ

て
ら
っ
し
ゃ
る
研
究
員
の
方
の
目
の
輝
き
が
、
と
っ
て

も
印
象
的
で
し
た
。

な
ど
と
考
え
な
が
ら
、
ふ
と
空
を
見
上
げ
る
と
、
す

っ
か
り
秋
晴
れ
で
し
た
。
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ふるさと
みてある

小
hムL
J、
部
巾

小矢部市の概要
面積 134.09平方キロメートル

人口 36，684人 (9月1日現在)

世界の有名建築が見られるメルへンの町。

その一方で原平合戦で有名な倶手IJ伽羅古戦場

があり、旧跡がたくさん見られる。サイクリ

ングターミナルで自転車を借り、秋の一目、

源平ラインや宮島峡を回ってみると面白い。

た
安
田
さ
ん
。
仔
牛
は
彼
の
手
に
し
ゃ
ぶ
リ
つ
い
て
ヨ

グ
レ
て
グ
チ
ョ
グ
チ
ョ
に
し
て
い
る
。
こ
の
仔
牛
も
た

つ
た
二
年
で
お
母
さ
ん
に
な
っ
て
し
ま
う
。
「
こ
こ
で
育

っ
た
牛
の
仔
が
預
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
U

大
人
の
牛
た
ち
は
、
青
空
の
下
て
の
ん
び
り
と
草
を

食
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
写
生
し
て
い
る
子
。
犬
と
駆
け

回
っ
て
い
る
子
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
い
る
家
族
連

れ
も
い
る
。

秋
、
ま
す
ま
す
空
気
が
澄
み
、
稲
葉
山
か
ら
の
眺
め

は
最
高
だ
。
今
日
は
ど
ん
な
パ
ノ
ラ
マ
が
展
開
す
る
だ

ろ
う
。天 現

気 在

壁逼
3R去
る未
マ5R

「
最
高
的
中
率
は
九
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
ゃ
っ
た
ね
U

藤
崎
友
治
さ
ん
M
M
は
天
気
予
測
の
名
人
。
そ
れ
も

一
年

間
分
の
毎
日
の
天
気
が
わ
か
る
の
だ
か
ら
気
象
庁
も
か

な
わ
な
い
。

彼
の
予
測
方
法
は
、
昔
か
ら
農
事
に
使
わ
れ
て
い
た

「
か
ん
だ
め
U

寒
の
間
(
今
年
は

一
月
六
日
か
ら
二
月

五
日
)
の
天
気
の
変
化
を
三
百
六
十
五
日
に
当
て
は
め

る
の
だ
が
、
こ
の
間
、
空
と
に
ら
め
っ
こ
。
夜
だ
っ
て

寝
て
は
い
ら
れ
な
い
。
少
し
ま
ど
ろ
ん
で
は
寝
巻
の
ま

ま
極
寒
の
外
ヘ
出
て
空
を
仰
ぐ
。
バ
ラ
バ
ラ
と
雪
の
気

配
が
す
れ
ば
、
す
わ
飛
び
起
き
る
。
本
職
は
床
屋
さ
ん

だ
が
、
外
が
気
に
な
っ
て
客
と
の
話
も
上
の
空
の
こ
と

が
あ
る
。
「
神
経
を
使
い
ま
す
よ
。大
抵
体
を
こ
わ
し
て

医
者
ヘ
行
き
ま
す
。
そ
れ
く
ら
い
や
ら
ん
と
平
均
的
中

率
八
十
l
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
い
き
ま
せ
ん
よ
U

あ

ラ
ッ
パ
を
そ
ろ
え
て
整
列
す
る
蓄
音
機
。
ラ
ジ
オ
、

映
写
機
、
オ
ル
ガ
ン
、
扇
風
機
、
果
て
は
真
空
管
、
抵

抗
器
、
看
板
、
メ
ガ
ネ
に
力
メ
ラ
:
:
:
倉
庫
の
中
は
レ

ト
ロ
グ
ッ
ズ
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
「
ま
だ
こ
の
三
倍
は
あ
リ

ま
す
よ
U

藤
原
幸
雄
さ
ん

mw
は
そ
う
言
っ
て
蓄
音
機
を

か
け
て
く
れ
た
。
エ
ジ
ソ
ン
製
。
レ
コ
ー
ド
は
筒
状
。

百
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
気
分
で
う
っ
と
リ
と

聞
き
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

三
十
年
前
に
買
っ
た
ラ
ッ
パ
型
蓄
音
機
を
き
っ
か
け

に
収
集
を
始
め
た
藤
原
さ
ん
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス

か
ら
も
買
い
集
め
、
今
で
は
即
聞
け
る
も
の
で
蓄
音
機

は
七
十
台
、
ラ
ジ
オ
は
百
台
あ
る
。
「
高
校
時
代
に
機
械

い
じ
り
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
自
分
で
修
理
復
元
す
る
ん

で
す
よ
。
こ
れ
が
ま
た
楽
し
い
ん
で
す
よ
U
S
P
レ
コ

ー
ド
も
二
万
枚
そ
ろ
っ
て
い
る
。

藤
原
さ
ん
の
工
ラ
イ
の
は
、
発
達
の
様
子
が
わ
か
る

よ
う
に
系
統
的
に
集
め
て
い
る
こ
と
。
「奥
が
深
く
て
切

リ
が
な
い
け
ど
、

一
通
リ
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
博
物
館
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
U

蓄
音
機
や
ラ

ジ
オ
、

三
百
個
の
電
球
も
並
べ
る
。
時
代
背
景
を
説
明

し
た
リ
、
リ
ク
エ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
た
り
レ
て
昔

の
姿
で
音
が
楽
し
め
る
よ
う
に
し
た
い
と
言
う
。

「
蓄
音
機
、
映
写
機
、
真
空
管
、
電
球
等
娯
楽
の
元

は
全
部
エ
ジ
ソ
ン
の
発
明
で
す
。
百
年
前
に
よ
く
考
え

た
も
ん
で
す
U

藤
原
さ
ん
は
エ
ジ
ソ
ン
を
尊
敬
し
て
い

と
は

一
時
間
三
十
九
分
を

一

日
と
し
て
当
て
は
め
て
い
く

の
だ
が
、
同
じ
雪
で
も
小
雪

な
ら
半
晴
、
あ
ら
れ
は
薄
曇

と
換
算
が
難
し
い
。
生
活
の

知
恵
に
合
わ
せ
て
藤
崎
さ
ん

の
長
年
の
研
究
が
生
き
て
く

る
。こ

う
し
て
て
き
た
天
気
予

報
に
は
、
農
家
や
建
設
業
な
ど
天
気
と
関
わ
リ
の
あ
る

人
々
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
。
藤
崎
さ
ん
は
小
冊
子

に
し
て
配
布
し
て
い
る
が
、
「
世
の
中
の
役
に
立
て
ば
」

と
実
費
し
か
も
ら
わ
な
い
。
「
医
者
は
"
や
め
ろ
“
と
言

う
け
れ
ど
、
"
来
年
も
お
願
し
ま
す
。
“と
言
わ
れ
る
と
や

め
ら
れ
な
く
て
困
っ
と
る
ん
で
す
。
も
う
二
十
三
年
に

な
リ
ま
す
U

る
。
こ
れ
だ
け
見
せ
つ
け
ら
れ
れ
ば
当
然
だ
。
も
ち
ろ

ん
博
物
館
に
は
エ
ジ
ソ
ン
コ
ー
ナ
ー
も
作
る
。

子
供
か
ら
お
年
寄
リ
ま
で
皆
が
楽
し
め
る
オ
ー
デ
ィ

オ
博
物
館
。
完
成
が
待
ち
ど
お
じ
い
。

3眺
稲紡
葉陪
山感
牧激

場ゑ

目
の
前
に
は
青
々
と
流
れ
る
小
矢
部
川
に
散
居
村
。

海
の
向
こ
う
に
は
宮
崎
。
左
を
向
け
ば
氷
見
。
備
え
付

け
の
望
遠
鏡
(
タ
グ
な
の
が
う
れ
し
い
)
に
へ
ば
リ
付

き
、
富
山
県
の
端
か
ら
端
を
眺
め
て
い
る
と
、
「
夜
景
な

ん
か
最
高
で
す
よ
日
と
ス
テ
キ
な
声
。
稲
葉
山
牧
場
場

長
代
理
の
高
藤
さ
ん
が
立
づ
て
い
た
。

「
こ
こ
に
は
約
百
三
十
頭
の
乳
牛
が
い
る
ん
で
す
よ
U

乳
牛
に
し
て
は
オ
ッ
パ
イ
が
小
さ
い
け
れ
ど
1
i
|

「仔

牛
を
酪
農
家
か
ら
預
っ
て
育
て
工
妊
娠
さ
せ
、
出
産
の

一一

寸
三
か
月
前
に
帰
す
ん
で
す
よ
U

ど
う
リ
で
腹
の
大

き
い
牛
が
多
い
わ
け
だ
。
牛
の
学
校
み
た
い
な
も
ん
だ
。

「
生
後
二
週
間
で
や

っ
て
来
て
、
ま
だ
礼
離
れ
し
て

い
な
い
ん
で
す
U

と
ち
ょ
う
ど
仔
牛
の
世
話
を
し
て
い

20 

ち
ょ
う
ど
十
二
時
。
や
お
ら
立
ち
上
が
っ
た
藤
崎
さ

ん
。
壁
の
紙
に
何
か
書
き
出
し
た
。
見
る
と
毎
日
の
温

度
と
天
気
が
六
年
分
つ
け
て
あ
る
。
こ
ん
な
記
録
が
二

十
年
分
あ
る
と
い
う
。
未
来
だ
け
で
な
く
過
去
の
天
気

も
藤
崎
さ
ん
に
お
ま
か
せ
だ
。

特
別
付
録

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

(
叩
月
)
の
天
気

藤
崎
気
象
観
測
所
発
表

全
面
的
に
あ
ま
り
よ
く
な
い

よ
う
で
す
。
し
か
し
、

晩
秋
は
晴
れ
た
り
曇
っ
た
り
の
ま
ず
ま
ず
の
天
候
と
な

る
で
し
ょ
う
。

バ
J
s
i
s
-
t
j
j
i
j叫

(
注
、
こ
れ
は
藤
崎
さ
ん
の
住
む

実

習

の
も
の
。

県
内
ど

こ

で

も

受

3
3川
;

り
ま
せ
ん
。)
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-
8
月
幻
日

知
事
の
ま
ち
ま
わ
り

・
語
る

つ
ど
い

(
八
尾
町
・
細
入
村
)

・8
月
辺
日

北
方
領
土
返
還
要

求
富
山
県
大
会

-
8月
お
日

第
ロ
目
立
山
美
化
清
掃
大
会

・8
月
初
日

新
都
市
拠
点
整
備
事
業
調
査
協
議
会

・8
月
引
日

交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
全
国
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
出
発
式

-9月

1
日

農
政
審
議
会

-9月

3
日

総
合
開
発
審
議
会
計
画
推
進
部
会

-
9月
4
日

富
山
県
総
合
防
災
訓
練

-9月
5
日

障
害
者
雇
用
促
進

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

-9月

7
日

-
9
月

9
日

大
学
等
求
人
企
業
説
明
会

自
然
環
境
保
全
審
議
会

・9
月
叩
日

知
事
の
ま
ち
ま
わ
り
・
語
る
つ
ど
い

(
福
岡
町
)

-9月
刊
日

富
山
県
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

(オ
ー
プ
ン
・
ロ
日
)

北
欧
デ
ザ
イ
ン
の
今
日
l
生
活
の
中
の

形
展(

l
m
月
お
日
・
県
立
近
代
美
術
館
)

・9
月
日
日

住
宅
産
業
見
本
市

(i
9
月
日
日
・
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
)

• -• . 
• . 

• • . 
-・-・• .・. . 

ず
る
お
い
の
あ
る
環
境
づ
く

3

作
文
・
論
文
募
集

わ
た
し
た
ち
を
と
リ
ま
く
生
活
環
境
に
「
ゆ

と
リ
」
と
「
や
す
ら
ぎ
」
を
も
た
ら
し
、
「
う
る
お

い
の
あ
る
環
境
」
を
実
現
す
る
た
め
、
そ
の
進

め
方
や
希
望

・
理
想
な
ど
に
つ
い
て
の
作
文

・

論
文
を
募
集
し
ま
す
。

-
テ

l
マ
/
「
う
る
お
い
の
あ
る
環
境
づ
く
リ
」

(
題
名
は
自
由
)

@
原
稿
枚
数
/
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
十
枚
以

内

-
応
募
期
限
/
十
月
三
十

一
日
出

.
応
募
先
/
県
庁
企
画
調
整
室

富
山
新
港
臨
海
工
業
用
地

-
所
在
地

新
湊
市
、
高
岡
市
、
小
杉
町

@
全
体
面
積

四
百
二
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

.
分
譲
中
面
積

八
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

av分
譲
価
格

一
万
五
千
百
円
/
平
方
メ
ー
ト
ル

(
流
通
用
地
)

A
地
区

三
万
八
百
円
/
平
方
メ
ー
ト
ル

C
地
区

一一
万
円
/
平
方
メ
ー
ト
ル

留
学
生
と
語
る
つ
ど
い

参
加
者
募
集

県
内
の
高
校
生
と
留
学
生
が
共
同
宿
泊
体
験

を
通
し
て
、
正
し
い
国
際
理
解
と
豊
か
な
国
際

感
覚
を
養
い
ま
す
。

-
開
催
日
/
十
月
二
十
四
日
出

・
二
十
五
日
間

.
場
所
/
富
山
県
二
上
青
少
年
の
家

-
募
集
対
象
/
高
校
生
、
留
学
生
、
付
添
教
諭

@
応
募
期
限
/
十
月
十
七
日
出

※
定
員
(
百
名
)
に
達
し
次
第
締
切
り
ま
す
。

申
込
み
そ
の
他
詳
し
く
は
、

二
上
青
少
年
の
家

(8
0
7
6
6
・
幻
・
0
0
0
1
)

ヘ

第
お
回
発
明
と
く
ふ
う
展

日
常
生
活
や
職
場
で
の
創
意
く
ふ
う
品
を
紹

介
し
ま
す
。

-
会
期
/
十
月
十
七
日
出

・
十
八
日
同

av会
場
/
富
山
市
産
業
奨
励
館

富
山
八
尾
中
核
工
業
団
地

-
所
在
地

八
尾
町
保
内

.
全
体
面
積

八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

-
分
譲
中
面
積

四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

φ
分
譲
価
格

平
均

一
万
五
千
四
百
五
十
円
/
平
方
メ
ー
ト
ル

小
杉
流
通
業
務
団
地

-
所
在
地

小
杉
町
青
井
谷

・
大
門
町
水
戸
田

.
全
体
面
積

五
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
計
画
)

.
分
譲
中
面
積

六
ヘ
ク
タ
ー
ル

-
分
譲
価
格

三
万
八
百
円
/
平
方
メ
ー
ト
ル

※
詳
し
く
は
、
県
斤
商
工
振
興
課
へ

。

日 曜 場 所 時 問

7 水 魚津市役所前 10 : 00 -16 : 00 

砺波ジャスコ前 10 : 00 -15 : 30 
10 土

富山駅前 1 0 : 00 -16 : 00 

11 日 富山西武前 10 : 00 -16 : 00 

14 水 宰奈月町黒部観光開発前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

15 木 庄川町役場前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

富山駅前 1 0 : 00 -16 : 00 
17 土

高岡駅前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

18 日 富山市蝿川地区セ ンタ一前 10 : 00 -15 : 30 

21 水
役場前 9 :30-12:00 

大沢野町 図書館前 13 : 00 -1 5 : 30 

22 木 立山町商工会館前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

富山駅前 千0:00-16:00
24 土

高岡駅前 10 : 00 -1 5 : 30 

25 日 高岡駅前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

29 木 城端町役場前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

富山駅前 1 0 : 00 -1 6 : 00 
31 土

高岡駅前 1 0 : 00 -15 : 30 

昭和62年10月街頭献血日程

. . 

•• 
{
太
閤
山
住
宅
団
地
の
宅
地
分
譲
}

ゆ
と
リ
あ
る
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
リ
を
お
求
め

の
方
に
は
最
適
で
す
。

-
一
区
画
平
均
面
積

三
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル

.
分
譲
価
格

四
万
七
千
三
百
円
/
平
方
メ
ー
ト
ル

@
問
い
合
わ
せ
先

太
閤
山
住
宅
団
地
建
設
事
務
所

(8
0
7
6
6
・
m
・
0
2
2
1
)

22 

{
優
良
宅
地
取
得
資
金
}

. . . 資宅
年 融 二 償 二 融 で団県
四 資 十 還 百 資 す地

利 年 期 五 限 。のま
七 率 以 間 十 度 宅た
パ内万 額 地は
| 円 を住
セ 購宅
ン 入供
ト さ給

れ公
る社
方が
ヘ造
の成

資し
金た
融住

{
富
山
県
特
別
住
宅
分
譲
制
度
}

富
山
県
住
宅
供
給
公
社
で
、

雪
に
強
い
住
宅

仕
様
の
も
の
を
購
入
す
る
場
合
な
ど
に
適
用
さ

れ
る
制
度
で
、
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
額
が
割

増
さ
れ
る
な
ど
の
特
典
が
あ
リ
ま
す
。

『
地
域
優
良
木
造
住
宅
の

4

F

割
増
融
資

住
宅
金
融
公
庫
及
び
県
の
「
住
み
よ
い
家
づ

く
リ
資
金
」
の
融
資
を
受
け
、
耐
雪
型

・
断
熱

構
造
化
の
木
造
住
宅
を
建
設
す
る
場
合
、
住
宅

金
融
公
庫
か
ら
最
高
二
百
万
円
の
割
増
融
資
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

{
住
み
よ
い
家
づ
く
り
資
金
}

23 

雪
に
強
い
家
づ
く
リ
、
住
み
よ
い
家
づ
く
リ

の
お
手
伝
い
を
す
る
富
山
県
住
み
よ
い
家
づ
く

リ
資
金
の
融
資
条
件
が
改
善
さ
れ
有
利
に
な
リ

ま
し
た
。

-
融
資
限
度
額

新
築

三
百
二
十
万
円

改
良

・
中
古
改
良

二
百
万
円

@
償
還
期
間

新
築

二
十
年
以
内

改
良

・
中
古
購
入
十
年
以
内

.
融
資
利
率

年
四

・
七
パ
ー
セ
ン
ト

※
住
宅
資
金
融
資
に

つ
い

て
詳
し
く
は
、
富
山

県
住
宅
供
給
公
社

(8
0
7
6
4
・
立

・
5

1
3
1
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



『富山県薬業史』

富
山
県
薬
業
史
は
、
富
山
県
の
薬
業
の
発
展

過
程
を
明
ら
か
に
し
、
貴
重
な
資
料
を
収
集
・

記
録
し
た
も
の
で
、
昭
和
五
十
八
年
に
「
資
料

集
成
」
(
上

・
下
)
そ
し
て
こ
の
ほ
ど
「
通
史
」

が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
通
史
は
、
富
山
県
薬
業
の
形
成
段
階
か

ら
、
現
代
ま
で
の
歩
み
を
時
代
の
流
れ
に
沿
い

な
が
ら
記
述
し
た
も
の
で
、
先
人
た
ち
が
「
先

用
後
利
」
の
精
神
で
幾
多
の
障
害
を
乗
り
こ
え

て
今
日
の
富
山
県
薬
業
の
地
歩
を
築
き
あ
げ
た

足
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『富
山
県
薬
業
史
資
料
集
成
』

-
A

5
判
/
千

九

百

頁

定

価

二
万
円

『富
山
県
薬
業
史
通
史
』

-
A

5
判
/
千

百

頁

定

価

一
万
二
千
円

.
発
売
元
/
丸
善
側

申
し
込
み
は
県
内
主
要
書
庖
で

相談窓口のごあんない

at司屈iijirj;i辺，-同岡町4F.J
.困')こ'と相談所

警察本部防犯少年課

宮(0764)33-8080 
-覚せい剤・サラ金相談

警察本部生活保安課

宮 (0764)4ト8904
-暴力団ゼロ 110番

警察本部捜査第二課

宮 (0764)42-0110
このほか各警察署でも受け

付けています。

-院長.1:寄司陣・岨唖r."F.・
.消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ビル内

包 (0764)32-9233

-消費生活セ ンタ一高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

包 (0766)25-2777 

-・・・E宅-.;~・岡_---唖E・H・・・・・

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
包 (0766)21 9411 

魚彦市新宿107(総合庁舎内)

宮 (0765)24 5311 

富山市新総曲輪ト7(県庁内)

岱(0764)31 4111附

31-3131 (県民電話)

砺;皮市幸町17(総合庁舎内)

宮 (0763)33-51引

P品-

孟

-高岡地方県民相談室

-魚津地方県民相談室

-砺波地方県民相談室

日炎ヰ目民-県

高
岡
銅
器
は
、
加
賀
藩
主
前
田
利
長
公
が
高
岡
入
城
の
翌
々
年

(
慶
長

二
ハ
年

・
一
六
二
年
)
産
業
振
興
の
た
め
、
金
屋
町
に

鋳
物
工
場
を
開
設
さ
せ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
初
は
、
鋳
鉄
の
鍋
釜
や
農
具
類
を
造
っ
て
い
ま
し
た
が
、
宝

暦
年
間
(
一
七
五

一
1
六
四
年
)
に
銅
器
鋳
物
の
技
術
を
導
入
し
、

仏
具
、
香
炉
な
ど
を
製
造
す
る
よ
う
に
な
り
、
彫
金
、
着
色
な
ど

の
技
術
の
発
達
と
と
も
に
美
術
工
芸
品
と
し
て
の
価
値
も
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
年
間
総
売
上
額
三
百
三
十
三
億
円
(
昭
和
六
十

一

年
度
)
全
国
シ
ェ
ア
の
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
至
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
最
近
で
は
、
ペ
ン
立
て
、
ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト
な
ど
斬
新

な
デ
ザ
イ
ン
を
施
し
た
銅
器
も
商
品
化
さ
れ
人
気
を
呼
ん
で
い
ま

す
。

器多阿岡前

見てください・聞いてください
RADIO 

ラジオ広報TV N鵬 ・PAPER

テレビ広報新聞広報

E司E重富置望・・・

初
秋
の
風
の
こ
こ
ち
ょ
い
休
日
、
つ

い
調
子
に
乗
っ
て
富
山
大
学
と
常
願
寺

川
大
日
橋
の
問
、
い

っ
た
リ
き
た
リ
と

半
日
も
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で
い
た
も
の
だ

か
ら
翌
日
は
足
腰
が
ガ
タ
ガ
タ
。
歩
く

の
に
も
苦
労
す
る
始
末
で
す
。

若
さ
を
過
信
し
て
mu
無
茶
を
す
る
の

は
や
め
よ
う
と
心
に
誓
っ
た

一
日
て
し

た
。

*
十
月
は
、
都
市
緑
化
月
間
。
"
緑
豊
か

な
富
山
“
て
裏
・
表
紙
を
飾
ろ
う
と
、
候

補
地
探
し
に
富
山
市
内
を
自
転
車
で
駆

け
回
っ
て
き
ま
し
た
。

AM9:30-9:35 

ラジオ広報

• FMとやま
“ふれあいホットライン"

県内各地からホットな話題を

クリアなサウンドでおとどけ

します

毎週月~金曜日

テレビ広報
・北日本放送
毎週日曜日 AM8: 00-8: 30 
「こんにちは富山県てeす」

・富山テレビ放送

毎週日曜日 AM9: 00-9: 30 
rll 0万人のひろば

ークイズ/フォーカス・インー」

-Rそう
し
た
す
っ
た
も
ん
だ
の
末
、
選

ん
だ
場
所
は
、
護
国
神
社
前
の
銀
杏
並

木
と
城
南
公
園
。
な
か
で
も
城
南
公
園

は
芝
生
も
き
れ
い
で
立
派
な
公
園
て
て

ま
だ
の
方
は
、

・
一
度
行
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。
表
紙
の
北
欧
デ
ザ
イ

ン
展
も
公
園
横
の
美
術
館
て
見
ら
れ
ま

す
よ
。

24 

新聞広報
・北日本、富山、読売、北陸中日
毎週第2土曜日
「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日
「みんなの県政」

・朝日、毎日
毎月第2、最終土曜日
「県からのお知らせ」



'87都市緑化月間講演会
都
市
に

緑
と

公
園
を

-講演 「富山の風土と緑」

講師布村弘

(国立富山商船高専教授)

-スライド上映
「都T同議化のかんどころ」

・とき/昭和62年10月19臼伺)

午後1時30分-4時30分

・ところ/県民会館401号室

10月は都市緑化月間です;
県広報とやま 昭和62年10月号NO.225・企画発行富山県企画県民部広報課富山市新総曲輪1の7宮 31-3131(県民電話)干930.印刷鮒チューエツ
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